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 子どもが進んで読書に親しむようになるために 

今年度も折り返しの時期を迎えました。学校では、年度前半の取組を振り返りながら成

果と課題を整理し、後半の教育活動の充実につなげようと取り組んでいるところです。 

本校では、今年度、めざす学校像として「言葉と相手を大切にする学校」を掲げ、教育

活動を推進しています。言うまでもなく、言葉の力を伸ばすための大きな手段の一つに

「読書」があります。 

多くの大人は読書の大切さを理解しているからこそ、子どもに 

読書を勧めます。しかし、「なかなか本を読んでくれない」と感じ 

ておられる方も少なくないのではないでしょうか。 

そんな折、石井光太氏の著書『「ことばで伝える」ができない子どもたち』を読む機会

がありました。著者は、子どもが読書に親しむためには、読書に魅力や価値を感じられる

環境づくりが大切であると述べています。子どもは、自分が魅力的だと感じることについ

ては言われなくても進んで取り組みます。また、友達や身近な大人の魅力的だと思う言動

は真似をしたがるものです。 

では、子どもが魅力的だと思うようになるためには、どうすればよいのでしょうか。著

者は、保護者が進んで読書に親しみ、その中で得た知識や感じたことを日常の会話の中で

伝えることが大切であると述べています。そうした姿に触れることで、子どもは読書に魅

力や価値を感じるようになり、やがて自らも本に親しむようになるというのです。 

子どもは、家庭の中で保護者がしていることを無意識のうちに真似し、同じような価値

観を身に付けていきます。例えば、保護者が時間を見つけてジョギングなどの運動に取り

組んでいると、子どもはその姿を見たり、その話を聞いたりする中で、運動に対する魅力

や価値を自然に感じるようになります。 

実は、私自身にも似たような経験があります。長男が小学生だった頃、私がよく読んで

いた作家について家庭で話をしていたところ、しばらくして長男も同じ作家の本を好んで

読むようになりました。「保護者は子どもにとってのモデルである」とよく言われますが、

そのことを実感した出来事でした。 

本校でも、子どもたちが読書に親しみ、豊かな言葉の力を身に付けるとともに、「言葉

と相手を大切にする」ことができるよう、引き続き取り組んでまいります。ご家庭におか

れましても、ぜひお子さんと一緒に読書に親しみ、読書に魅力や価値を感じられる環境づ

くりにご協力いただければ幸いです。 

  （参考：石井光太『「ことばで伝える」ができない子どもたち』日本実業出版社） 

              （文責 校長 原 浩一郎）                            
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恩田コミスクコーナー 

 １０月２２日に第３回学校運営協議会を開

催しました。 

恩田小スナップ 10月の様子 

２日（月） ３年社会見学 

３日（火） 文化の日 

６日（金） ４年新体力テスト 

９日（月） 教育相談開始、持久走練習開始 

１０日（火） 委員会活動 

１１日（火） 秋の集会 

１３日（金） 参観日 

１７日(火) クラブ活動 全校４０分授業 

２０日（金） 常中校区授業の日  ４校時下校 

２３日（月） 勤労感謝の日 

2６日(木) ４年ピエンナーレ 

１日（火） 委員会活動 

２日（水） 持久走大会（※予備日４日）  

８日（火） クラブ活動 

２１日（月）希望者個人懇談会、４校時下校 

２２日（火）希望者個人懇談会、４校時下校 

２３日（水） 給食終了 

２４日（木） 終業式 

２５日（金） 冬季休業（～１/７） 

 

1１月の主な行事予定 1２月の主な行事予定 

過ごしやすい季節となり、子どもたちは目標に向かっ

て生き生きと学び、日々たくましく成長しています。 

今回は、６年生の児童代表が委員の皆様に向

けて、SNS の使い方について自分たちの考え

を発表し、意見交換を行いました。児童からは、

SNS 上に写真や動画を載せることで個人が特

定される危険性や、SNS 上で出会った人物が

別人であるリスク、さらに課金の使い過ぎなど

について発表されました。委員の皆様からは

「自分の身は自分で守ること」「よく考えて判断

すること」「困ったらすぐに大人に相談するこ

と」など、貴重なご意見をいただきました。 

児童にとって、自分たちの SNS の使い方を

見つめ直し、安全な利用について改めて深く確

認する絶好の機会となりました。学校・家庭・地

域が一体となって、これからも子どもたちを見

守っていきたいと思います。 

5 年生は、山口徳地青

少年自然の家で宿泊学習

を行い、豊かな自然の中

で仲間と協力することの

大切さを学びました。 

 なかよし学級は、岬小・

常盤中と合同でボッチャ

大会を行いました。お互い

に温かい声を掛け合いな

がら、楽しく活動すること

ができました。 

2 年生は、社会見学で山

口宇部空港とときわ公園

に行きました。たくさんの

驚きと発見があり、充実し

た学びになりました。 

消防署の方々をお招き
し、火災避難訓練を実施
しました。子どもたちは
「お・は・し・も」の約束
をしっかり守り、落ち着
いて避難することができ
ました。 

令和５年度まで保護者の皆様にご協力いただ

いたベルマークで、ドッジボールとソフトバレーボ

ールを購入しました。 

残りの点数もすべて使 

いきりました。休み時間 

になると、子どもたちは 

笑顔一杯で外遊びを楽 

しんでいます。 

ご協力ありがとうございました 

 6 年生は、広島へ修学旅
行に行きました。1 日目は
平和記念公園で平和学習
を行い、2 日目は宮島へ向
かい、かけがえのない思い
出になりました。 


